

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３斗５升ちん ９８４４文永５.正.２９ 3０－０．０4０．５．０ 定
糒１石
薦１０枚
同3４．３．０
内
１０２３５文永５．４．２２ 1３．７．２4８．０．２ 石斗
１
８
豆
豆
大
小
甘薦定
同3４．３．０
内
文永５．７．１ １０２７０石斗
１
８
豆
豆
大
小
に、その機能の一端が知られることに注目したい。
このようにふてくると、弁済使は、初期にあっては国方（国事）
の弁済にたずさわったこともあったが、その主たる機能は、島津
庄寄郡ないし半不輸という庄園機構にあって、庄国両方の課役を》
勤仕するものであった。入来院清色村南方にふられるように、地
利・所当は国衙、領家に二分され、雑公事は領家に属するという
（皿）
状況を承ることができ、日向櫛間院でも所当年一旦の半分が領家
へ、雑公事も領家へ送られ、薩摩方牛尿院でも雑公事が領家方へ
納済されている。弁済使職そのものが領家方の補任に依るもので
ある以上、領家方への年貢納済の役割は当然であるが、他方、国．
衙方への納済も無関心であったとはおもえない。寄郡が半不輸制
である以上、少くともその性格からは国衙への役割にも関わる
ものでなければ意味をなさない。寺領では、弁済使僧が政所僧ら
と共に、年貢米・雑公事を本寺へ納済・運上する役割をもってい
たことがうかがえたが、島津庄でも同様ではなかったろうか。
なお、弁済使が年貢米や雑公事等の運上「船」に関係する部分
の役割を間接的にもっていたと解したい。前記文永五年の史料に
「件御年貢米者、為本寺運上、附梶取貞延、所運上如件」ある所
から推察されるし、また薩摩・大隅・日向における弁済使の所在
する圧や名・別符等の地形的特色が河川・海上に近く、それらの
（記）
交通機能を活用したことが考えられるからである。
む
す
び
に
か
え
て
一、島津圧を中心とする弁済便について若干の考察をしてきた
四
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が、その歴史的意味（性格・役割）における最も重要なことは、
弁済便はおしなべて領家側の収取体制の性格をもつものであると
はいえ、対応する性格面では国衙との関係を無視して考えられな
いということである。換言すれば、公領や社寺領において弁済使
に
関
わ
る
歴
史
的
存
在
・
機
能
面
を
、
国
衙
Ⅱ
国
司
の
も
つ
相
対
的
な
強
さ
と機能を否定して見るわけにはいかないのである。薩摩国図田帳
に「弁済使分」（領家沙汰）とある公領も、少くとも国衙との関
係では一定の「職」の保持者以上のものたりえなかったが、領家
の
関
係
で
は
所
領
寄
進
に
よ
る
「
職
」
の
保
留
Ⅱ
実
質
的
領
主
権
の
保
留
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
庄
国
領
主
側
へ
一
定
の
年
貢
収
納
・
弁
済
の
役
を
負
う
と
いう一庄官の性格を帯びて現われる。勿論、こうした在地領主の
現実的な力の増大と国衙力の低下という状況も考慮されなければ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
十
二
世
紀
中
半
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
の
著
し
い特色は、寄進地系荘園の展開・発展においてふられる、「国衙」
の残存の権力機構、ならびに「中央権門」のいわゆる庄園領主権
としての機能および預所・庄政所体制であり、そして此の両者に
直接または間接に関係をもたざるを得なかった「在地領主」の動
向にあった。こうした両者の大なり小なりの権力機構の中にあっ
て、「弁済便」出現の契機というものは、国衙権力の強さが維持
さ
れ
つ
つ
も
、
当
初
は
国
家
的
支
配
権
の
行
使
権
（
職
）
を
も
つ
郡
司
や
在
庁官人らが弁済使に相応する機能を全うしていたし、就中、寄進
地系荘園成立過程を通して寄郡の性格上、「半不輸」たる庄園機
構の中に、おしなべて領家の沙汰たる弁済便が明確に出現してく
るという所にある。
法
政
史
学
第
三
十
号
二、弁済使本来の出現は、島津圧における寄郡が半不輸という
土地の性格によってふられるという従来の説は、少なからず妥当
性をもっている。しかし、寄郡のみならず、日向宇佐宮領や弥勒
寺領等の如く、社寺領においてもふられる。とすれば、①寄郡化
され、＠社寺領化され、Ｏ国衙機能残存Ⅱ国領化（国方所当弁田
の如き半不輸の国領）された地において、庄国両属あるいは社寺
領家と国衙の双方における公権の収取体制Ⅱ所当を二分する行使
権
（
職
）
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
り
、
そ
の
場
合
、
①
。
、
に
す
ぐ
れ
て
弁済使が現われてくる。①における弁済便は、領家年貢の収納・
弁済老たる一庄官であって、先学の論考上に取り扱われている。
＠における弁済便は、日向の宇佐宮領等にふられ、そこでの弁済
便はやはり権門領家へ年貢納済する庄官であった。Ｏは大隅国正
八幡宮領の帖佐郡や蒲生院の如き半不輸地たる所、および正八幡
宮
領
応
輸
田
た
る
国
方
所
当
弁
田
の
半
輪
国
領
の
場
合
で
あ
っ
て
、
専
ら
郡
司や在庁官人らが収納・弁済の役に当っている。
三、弁済使職の補任形態は、（イ）領家政所の預所体制の中で
の
、
所
謂
島
津
庄
留
守
に
よ
る
補
任
形
態
、
お
よ
び
社
領
本
家
政
所
体
制
に
よ
る
弁
済
使
の
補
任
形
態
↓
（
巳
社
領
関
係
の
弁
済
使
が
公
文
所
成
敗
で
あ
る
場
合
、
そ
し
て
寄
郡
関
係
で
は
島
津
庄
預
所
体
制
の
、
所
謂
預
所
下
文
に
よ
る
補
任
形
態
↓
（
ｃ
預
所
下
文
に
よ
る
場
合
と
宛
行
型
の
補
任
形
態
↓
（
二
）
預
所
〔
目
代
〕
お
よ
び
給
主
制
に
よ
る
補
任
形
態
↓
余
）
島
津
氏による直接の補任形態というように考察することができよう。
四
、
弁
済
使
の
役
割
は
、
半
不
輸
と
い
う
性
格
と
の
関
係
で
大
き
く
影
響
（別）
される。ともかく、地利・所当は国司。領家に二分され、雑公事
四
四
Hosei University Repository
は領家に納済されるという機能が多くゑられ、そこに島津圧にお
ける一般的な半不輸の性格をふることができる。就中、弁済使は
一定の年貢進納の役Ⅱ精算・収納・納済・運上等に関わる一連の
役割をもつものであった。
（兜） '■、′■、′■、′、′■、′■、′■、５２５１５０４９４８４７４６
、.ノ、=ノ、-'、-'Ｌノ、_ノ、.'
／、′■、／■、
４５４４４３
、=ノ、.ノ、_ノ
（狸）薩摩国入来院弁済便別当伴信房解状（平安遺文第六巻二
鎮
西
島
津
庄
に
お
け
る
弁
済
使
（
井
原
）
右
何
九
○
二
。
そ
の
ほ
か
の
例
と
し
て
、
元
応
元
年
十
一
月
十
四
日
付
薩
摩
入
来
院
塔
原
領
家
方
夏
物
年
貢
請
取
状
（
入
来
院
家
文
書
一
二
九
）
。
「
薩
摩
」
入
来
院
（
清
色
川
・
川
内
川
）
、
新
田
八
幡
宮
・
五
大
院
（
川
内
川
・
束
支
那
海
）
、
小
河
院
百
引
村
（
鹿
児
島
湾
）
、
同
上
小川（鹿児島湾）、牛尿院（川内川）、「大隅」鹿屋院（鹿
児
島
湾
）
、
肝
付
郡
岸
艮
村
（
太
平
洋
・
日
向
灘
）
、
「
日
向
」
宇
佐
宮
領
の
岡
富
庄
（
東
海
湾
）
、
新
名
爪
別
府
・
瓜
生
野
別
符
・
細
江
別
符
・
長
峰
別
符
・
大
基
別
符
・
浮
田
圧
な
ど
（
大
淀
川
）
、
鎌
倉
遺
文
第
十
一
巻
八
○
一
六
。
薩
藩
旧
記
前
（
九
）
八
六
六
。
串
間
市
郷
土
史
一
○
六
頁
。
鎌
倉
巡
文
第
六
巻
三
八
一
四
。
右
同
第
十
三
巻
九
八
九
九
。
済
便
な
る
も
、
請
文
〈
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
「入来文書」所収岡元家文書九。
勝
山
氏
は
（
前
註
７
）
、
文
書
の
発
給
老
た
る
国
雑
掌
が
実
体
と
し
て
は
弁
済
使
で
あ
り
、
官
符
の
請
文
を
前
し
た
の
は
日
向
国
弁
済
便
な
る
も
、
請
文
の
中
で
は
「
日
向
国
雑
掌
調
成
安
」
と
な
っ
六
○
つ
。
鎌
倉
遺
文
第
十
巻
七
二
六
五
。
木稲を作成するにあたってご指導いただきました豊田武先生に
深く感謝いたします。
（以上）
弥勒寺領船曳（清武川）といった弁済使所在地域と関係
す
る
近
接
の
河
海
形
態
と
そ
の
交
通
機
能
を
ふ
る
こ
と
が
で
き
よ
う。
（
“
）
前
註
ｕ
、
舟
越
氏
は
鎌
倉
幕
府
法
に
承
ら
れ
る
半
不
輸
の
二
形
態、【①胃弁済所当於国司領家、令勤仕公事於社家所」、
②轡弁済所当国司、令勤仕公事権門御辺地」をあげ、前
者
の
例
と
し
て
島
津
庄
寄
郡
を
性
格
づ
け
ら
れ
た
。
四五
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